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１．はじめに 

 

本論文では，「道路パトロール支援サービス（スマ

ートフォンの加速度センサー活用による舗装診断サー

ビス，弊社富士通交通・道路データサービスにより提

供）」による舗装の走行性診断結果について報告する．

既存指標（路面性状調査車による MCI 測定結果）と本

サー ビスの独 自指標であ る DII （ Deterioration 

Information Index）を比較検証し，その結果相関がある

ことを確認した．このことから，スマートフォンによ

る舗装点検が舗装維持管理に有効であることを示した． 

 

２．課題 

 

舗装の性能指標の一つに MCI（Maintenance Control 

Index）がある．ただし測定には通常 5～10 万円/km 程

度の費用を要するため，ほとんどの県では数年に一回，

しかも県によっては管理道路の一部のみの測定に留ま

っている．政令指定都市を除く市町村では，費用の問

題から測定は困難であり，舗装の走行性についての定

量的な可視化が難しい．日本の道路総延長 120 万 km

の内，予算が比較的乏しい地方自治体の管理対象はそ

の約 95%に及ぶため，このままでは日本全体の道路ネ

ットワークの維持管理が立ち行かなくなるおそれがあ

る． 

 

３．課題解決の技術 

 

弊社は，岐阜大学との共同研究を基に開発した，ス

マートフォンの加速度センサー活用による舗装診断サ

ービス「道路パトロール支援サービス」を提供してい

る 1)．特に予算的に厳しい地方自治体向けに開発した

サービスであり，汎用品であるスマートフォンを活用

し点検コストを抑えることが可能な点が大きな特徴で

ある．サービス概要を Fig.1 に示す．市販のスマートフ

ォンを車両に設置して走行することで，スマートフォ

ンの加速度センサーが車両の揺れを，GPS が位置を計

測する． 

走行性評価指標である DII は，最終的な走行性を判

断する上で，車両の状態や走行速度等による揺れ発生

のばらつきを考慮するために複数回の走行結果を統計

処理する点が特徴である．利用者はあらかじめ路線，

および路線上の任意長さの区間を定義しておく．パト

ロールごとに上下加速度の大きな地点を抽出して点数

化し，複数回のパトロールの点数を元に区間ごとの点

数平均を算出したものが DII である．算出処理概要を

Fig.2 に示す． 

 

４．検証結果 

 

（１）平坦性との比較 

MCI 三要素の一つである平坦性との比較を行った．
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Fig.1 道路パトロール支援サービス概要 
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A 県県道について，MCI 測定は平成 25 年の結果，DII

は平成 26年 7月に日を分けて 4回走行したデータから

算出し比較した(Fig.3 上左)．また B 県国道について，

MCI 測定は平成 25 年の結果，DII は平成 26 年 12 月に

5 回走行したデータから算出し比較した(Fig.3 上右)． 

上記 2 つの結果を基に MCI 平坦性と DII の相関係

数を計算し 0.66(R
2
=0.44)という結果を得た(Fig.3 下)．

実用的には問題ない結果と考える． 

（２）MCI との比較 

千葉県柏市様では，2014 年度に本技術を活用し「簡

易道路劣化診断システムの適用化」というテーマで国

交省の社会実験事業を実施された．結果概要を Fig.4

に示す．MCI と DII の一致率は約 80%となり，MCI 測

定後 DII 算出までに劣化が進んでいることも踏まえる

と実用的には問題ないと評価された 2)．なお千葉県柏

市様は，2015 年度も継続して本サービスをご活用頂き

道路ネットワーク全体の見える化に取り組まれている． 

 

５．おわりに 

 

本サービス独自指標である DII が，既存指標である

MCI と相関性があることを示した．これにより，走行

性の定量化に DII が有効に活用でき，スマートフォン

による舗装点検が舗装維持管理に有効であることを示

した．弊社道路パトロール支援サービスが，道路ネッ

トワーク全体の見える化の一助となれば幸いである． 
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Fig.4 千葉県柏市様における MCI と DII の比較結果（出典：参考文献 2）） 

Fig.2 DII 算出処理概要 

Fig.3 MCI 平担性と DII の比較 
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